
介紹

る
。
次
に
江
戸
時
代
の
茨
木
は
天
領
や
高
槻
藩
主

永
井
氏
の
所
領
を
は
じ
め
入
組
・
変
動
が
激
し
い
。

地
域
別
の
領
主
の
変
遷
表
だ
け
で
四
頁
に
及
ん
で

い
る
。
こ
の
複
雑
な
領
有
関
係
を
七
つ
の
類
型
に

区
分
し
、
こ
れ
を
色
分
け
し
た
所
領
配
置
図
が
別

嗣
で
附
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
領
主
を

藩
主
・
旗
本
・
天
領
の
捌
に
考
証
し
て
い
る
。
こ

の
分
析
や
附
図
は
、
最
近
の
天
領
・
旗
本
領
の
歴

史
地
理
学
的
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
素
材
と
な
る

だ
ろ
う
。
続
い
て
幕
藩
頷
主
の
支
配
政
策
と
し
て

寛
永
・
寛
文
の
地
改
め
、
延
宝
検
地
、
水
利
整
備
、

貢
祖
内
容
、
農
民
統
制
等
の
叙
述
で
こ
の
章
は
終

っ
て
い
る
。
第
六
章
は
「
近
世
産
業
の
展
開
〕
で
、

安
威
川
沿
い
の
水
論
や
、
　
一
八
世
紀
宋
に
は
じ
ま

る
寒
天
業
な
ど
農
林
商
工
の
諸
産
業
に
ふ
れ
、
近

世
後
期
の
農
村
構
造
の
変
化
が
述
べ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
一
方
で
は
中
農
層
が
土
地
・
貨
幣
を
集
積

し
、
他
方
で
貧
農
が
没
落
、
年
季
奉
公
人
を
放
出

し
、
富
農
経
営
が
発
展
す
る
。
そ
し
て
幕
末
に
藩

財
政
の
窮
乏
か
ら
幕
藩
制
の
危
機
に
至
る
と
い
う
。

第
七
章
「
近
世
文
化
と
庶
民
生
活
」
に
移
る
と
、

当
地
は
高
山
氏
の
影
響
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
、

弾
圧
後
も
い
ね
ゆ
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
統
が

続
き
、
多
く
の
遺
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

竜
王
山
を
は
じ
め
雨
乞
信
仰
に
関
す
る
も
の
、
宗

門
改
帳
に
よ
る
家
族
制
度
の
分
析
な
ど
の
ほ
か
、

寒
天
屋
節
の
紹
介
が
あ
る
。
山
間
の
寒
天
作
業
時

に
う
た
わ
れ
た
民
謡
で
、
幾
系
統
も
残
さ
れ
て
い

る
節
が
採
譜
さ
れ
、
う
ち
三
曲
の
楽
譜
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
誌
編
集
で
は
珍
し
い

試
み
で
あ
ろ
う
。

　
第
八
章
「
明
治
維
新
と
茨
木
地
方
」
は
明
治
こ

○
年
頃
ま
で
の
行
政
区
画
の
変
遷
、
開
祖
改
正
、

小
学
校
の
沿
革
や
統
計
、
殖
産
興
業
等
に
関
す
る

叙
述
が
豊
富
な
史
料
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
て
い

る
。
町
村
制
施
行
後
敗
戦
ま
で
を
扱
っ
た
の
が
第

九
章
「
地
方
自
治
の
成
立
と
戦
時
体
制
」
で
、
行

政
・
教
育
・
経
済
・
文
化
の
各
分
野
が
も
れ
な
く

扱
わ
れ
、
米
騒
動
後
の
小
作
争
議
に
も
ふ
れ
て
い

る
。
戦
後
を
扱
っ
た
餓
工
○
章
「
茨
木
市
の
成
立
」

は
一
章
と
し
て
は
最
も
多
く
の
頁
数
が
あ
て
ら
れ
、

七
簾
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
う
ち
第
六
節
が
「
市

民
生
活
と
市
民
運
動
」
に
さ
か
れ
て
い
る
。
阿
武

山
原
子
炉
設
置
反
対
運
動
を
は
じ
め
組
合
運
動
・

平
和
運
動
・
部
落
解
放
運
動
な
ど
の
他
に
万
搏
市

民
運
動
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
万
博
ム
ー
ド
に

傾
く
茨
木
市
の
中
に
流
れ
る
市
民
の
声
を
反
映
し

て
特
色
あ
る
項
で
あ
る
。

　
巻
末
に
「
史
料
編
」
と
し
て
八
九
点
の
・
文
書
が

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
五
〇
点
近
く
が
申
世
の

も
の
で
あ
ろ
．
と
く
に
「
常
称
寺
所
蔵
文
書
」
の
総

持
寺
領
の
諸
帳
は
貴
重
で
あ
る
。
文
和
元
年
「
総

持
寺
領
散
在
田
轟
日
録
写
」
、
　
文
安
二
年
「
総
持

寺
散
在
所
領
取
帳
写
」
、
　
天
正
七
年
「
総
持
寺
領

名
寄
帳
」
の
三
点
で
、
本
文
で
も
分
析
の
結
果
が

叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
「
永
昌
記
紙
背
文
書
」

か
ら
量
水
東
牧
関
係
文
書
が
四
点
、
忍
事
・
、
寺
関
係

で
は
「
仁
和
寺
文
書
」
か
ら
一
〇
点
ほ
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
詳
細
・
堅
実
な
内
容
を
編
纂
開
始
後
二

年
足
ら
ず
の
間
に
、
史
料
の
探
訪
・
整
理
と
あ
わ

せ
て
書
き
上
げ
た
編
集
委
員
の
方
々
の
労
は
ひ
と

か
た
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　　

@（
ﾙ
酬
四
簸
鱗
籍
か
簾
礁
八
養
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
田
修
三
）

竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
日
編

律
令
国
家
と
貴
族
社
会

荘
園
制
と
武
家
社
会

　
こ
の
二
著
は
、
竹
内
理
三
博
士
の
還
鷹
と
退
官

を
記
念
し
て
編
纂
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
竹
内

博
士
は
明
治
四
〇
年
愛
知
県
知
多
町
岡
田
の
生
ま

れ
。
半
田
中
学
校
・
八
高
を
経
て
昭
和
五
年
東
大
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国
史
学
科
卒
・
業
、
同
時
に
史
料
編
…
越
境
に
入
ら
れ
、

昭
和
二
三
年
か
ら
一
〇
年
間
は
九
州
大
学
数
授
と

し
て
九
州
に
赴
任
、
昭
和
三
四
年
か
ら
再
び
史
料

編
纂
所
教
授
、
つ
い
で
退
宮
ま
で
の
二
期
同
所
長

の
要
職
を
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
間
昭
和
四
十
三
年

ま
で
、
史
学
研
究
会
評
議
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。

　
竹
内
博
士
の
学
問
上
の
御
功
績
に
つ
い
て
は
、

い
ま
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

主
著
『
奈
良
朝
時
代
に
お
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
』

『
日
本
上
代
等
院
経
済
史
研
究
』
　
『
旧
領
荘
園
の

研
究
』
　
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
日
本
古
代
・
中
世
の
政
治
史
・
経

済
史
に
つ
い
て
、
精
緻
な
実
証
研
究
の
上
に
立
つ

多
く
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
研
究

業
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
竹
内
博
士
の
御
功
績

を
い
や
が
上
に
も
高
か
ら
し
め
る
も
の
は
、
　
『
寧

楽
遺
文
』
三
巻
、
　
『
平
安
遺
文
』
十
二
巻
を
編
纂

公
刊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
σ
全
国
に
散
在
す
る
文

書
史
料
を
網
羅
し
て
集
成
す
る
こ
と
は
、
容
易
な

事
業
で
は
な
い
。
卑
近
な
想
出
を
記
し
て
恐
縮
で

あ
ろ
が
、
過
年
高
野
山
史
研
究
会
に
て
私
は
博
士

と
同
席
す
る
の
栄
に
浴
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

節
、
た
し
か
西
爾
院
の
文
書
の
一
部
を
撮
影
し
て

差
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
豪
蒔
抜
術
的
に
甚
だ
未

熟
で
あ
っ
た
私
の
写
真
は
光
線
は
片
寄
り
、
加
う

る
に
D
P
屋
の
ミ
ス
も
あ
っ
て
い
ざ
さ
か
オ
ー
バ

ー
気
味
に
て
何
と
も
様
に
な
ら
な
い
代
物
で
あ
っ

た
が
、
博
士
は
「
ナ
ー
二
判
読
で
き
れ
ば
い
い
ん

で
す
よ
」
と
の
お
言
葉
、
私
自
身
大
い
に
赤
面
す

る
と
と
も
に
、
ま
さ
に
史
料
の
鬼
と
も
申
す
べ
き

博
±
の
偉
容
に
う
た
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
博
土

は
長
ら
く
史
料
編
纂
所
に
在
職
せ
ら
れ
た
に
し
て

も
、
文
書
史
料
の
全
国
的
な
網
羅
集
成
に
は
雷
語

に
絶
す
る
労
苦
を
璽
ね
ら
れ
た
と
察
せ
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
博
士
に
し
て
は
じ
め
て
成
就
し
得
た
、

未
曾
有
の
大
事
業
で
あ
る
。
そ
の
完
成
に
よ
っ
て
、

今
や
私
ど
も
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
全
国
の
文

書
を
、
座
右
に
備
え
得
る
に
い
た
り
、
奈
良
・
平

安
時
代
史
の
研
究
は
、
文
字
通
り
画
期
的
に
前
進

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
博
士
の
門
下
・
同
学
及
び
関
係
者
の
寄
稿
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
の
記
念
論
文
集
は
、
博
士
の

学
問
と
学
界
へ
の
功
績
を
記
念
す
る
に
ま
こ
と
［
に

ふ
さ
わ
し
く
、
い
ず
れ
も
が
精
緻
な
実
証
を
ふ
ま

え
た
、
殊
玉
の
論
考
か
ら
な
っ
て
い
る
。
簡
略
な

紹
介
が
、
か
え
っ
て
真
価
を
損
う
の
を
は
ば
か
っ

て
以
下
目
録
を
か
か
げ
る
に
と
ど
め
る
が
、
博
士

に
は
今
後
ま
す
ま
す
御
壮
健
に
、
御
研
究
を
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
長
く
私
ど
も
後
進
を
御
指
導

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』

推
古
朝
刊
服
小
考
　
　
　
　
　
　
　
川
副

冠
位
十
二
階
と
皇
親
　
　
　
　
宮
本

不
改
訂
動
転
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村

行
基
年
譜
、
特
に
天
平
十
三
年
置
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上

正
倉
院
文
書
画
集
第
三
巻
に
つ
い
て

　
－
接
続
の
一
例
一
　
　
　
　
土
田

贅
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
－
古
代
税

　
制
史
の
一
側
面
i
l
－

陸
封
制
と
公
民
一

家
・
戸
・
保
　
　
　
　
　
　
　
岸

公
田
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
　
　
　
虎
尾

征
隼
人
軍
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
山
田

大
宰
府
の
微
税
機
構
　
　
　
　
　
　
平
野

円　武
澄救胤

光
貞

【回

鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
木
孝
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
野
谷
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邦
雄

弁
官
に
つ
い
て
の
覚
え
書
一
八
世
紀
～
九
世

　
紀
半
ば
の
実
態
を
中
心
に
一
－
　
野
村
　
忠
夫

日
延
の
符
天
暦
襲
来
　
　
　
　
　
　
桃
　
　
裕
行

民
族
と
神
社
　
　
　
　
　

池
辺
　
弥

小
一
条
院
（
薄
明
親
王
）
考
　
　
　
山
中
　
　
裕

平
安
中
期
の
警
察
制
度
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

公
田
富
物
交
法
の
成
立
　
　
．
　
　
坂
本
賞
三

院
宮
分
国
と
知
行
国
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
義
彦

後
伏
見
上
皇
院
政
辞
退
申
臨
の
波
紋

　
一
西
園
寺
実
兼
の
一
消
息
を
め

　
ぐ
っ
て
一
…
　
　
　
　
辻
彦
三
郎
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介紹

「
薩
園
制
と
武
家
社
会
』

地
頭
の
「
対
桿
」
と
「
抑
留
」
　
　
安
田
　
元
久

平
氏
と
九
州
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
久
雄

延
暦
寺
衆
徒
と
佐
々
木
氏
一
鎌
倉
時
代

　
政
治
史
の
断
章
一
　
　
　
　
　
黒
田
　
俊
雄

鎌
倉
幕
府
の
鎮
西
統
治
に
対
す
る
抵
抗
と
挫
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
野
精
一
郎

若
狭
国
に
お
け
る
荘
園
制
の
形
成
　
網
野
　
善
彦

東
寺
領
若
狭
国
太
良
荘
の
均
等
名
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
澄
夫

荘
園
領
主
経
済
の
諸
段
階
　
　
　
　
佐
々
木
銀
弥

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
伊
予
国
の
地
頭
御
家

　
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
稔

薩
摩
国
伊
集
院
の
在
地
領
主
と
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
　
克
夫

九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
　
進

九
州
荘
園
年
貢
の
輪
送
に
つ
い
て
　
新
城
　
常
三

永
仁
徳
政
と
越
訴
　
　
　
　

笠
松
宏
至

鎌
倉
末
期
周
防
国
衙
領
支
配
の
動
向
と
大
内
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
人

豊
前
国
宇
佐
宮
の
境
内
十
郷
　
　
　
中
野
　
幡
能

遠
江
・
駿
河
守
護
今
川
範
国
事
蹟
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
添
　
昭
二

茂
木
氏
給
人
帳
簿
　
　
　
　
　
　
　
永
原
　
慶
二

豊
臣
時
代
の
武
家
社
会
と
文
化
　
　
河
合
　
正
治

（『

･
令
国
家
と
静
聴
族
社
会
』
A
5
判
六
二
八
頁
・

『
荘
園
制
レ
」
武
家
社
ム
餌
』
A
5
判
｛
ハ
一
一
雛
貝
　
共

に
昭
和
四
照
年
六
月
　
吉
川
弘
文
館
刊
　
定
価
各

三
、
五
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

M
・
ベ
ン
ジ
ン
ク
／
S
・
ホ

イ
ヤ
ー
共
著
　
瀬
原
義
生
訳

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争

　
西
ド
イ
ツ
で
は
第
二
次
大
戦
後
宗
教
改
草
史
関

係
の
研
究
書
は
無
数
と
い
っ
て
よ
い
程
現
れ
て
い

る
が
、
農
民
戦
争
の
研
究
は
皆
無
に
近
い
。
そ
れ

に
対
し
て
東
ド
イ
ツ
で
は
農
民
戦
争
は
研
究
の
最

も
活
魚
な
分
野
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の

対
照
は
菓
西
両
ド
イ
ツ
の
研
究
関
心
の
相
違
を
あ

ざ
や
か
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス

主
義
を
基
本
と
す
る
東
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
界
で
は
、

宗
教
改
革
も
政
治
的
社
会
附
革
命
運
動
の
一
環
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
宗
教
改
革
そ
の

も
の
よ
り
も
農
民
戦
争
が
重
要
視
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
刊
行
さ

れ
た
本
書
の
原
書
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の

よ
う
な
農
民
戦
争
研
究
の
最
新
の
成
果
の
一
つ
で

あ
る
。

　
し
か
し
本
雷
は
い
わ
ゆ
る
研
究
書
で
縁
な
く
、

農
民
戦
争
の
経
過
を
詳
細
に
叙
述
し
た
概
説
書
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
わ
が
国
で
は
こ
の
種
の
書
物

は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
」
以
外
に

は
な
く
、
書
か
れ
て
以
後
一
世
紀
以
上
た
つ
そ
れ

は
、
唯
物
史
観
の
古
典
と
い
う
意
義
を
持
ち
つ
づ

け
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
事
実
関
係
で
は
そ
の

後
の
研
究
で
訂
正
さ
る
べ
き
箇
所
を
少
な
か
ら
ず

含
ん
で
い
る
の
で
、
最
獅
の
研
究
成
果
に
立
つ
本

書
の
翻
訳
は
、
農
民
戦
争
に
関
心
を
も
つ
者
に
と

っ
て
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
特
色
の

一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立

場
か
ら
番
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
後
東

ド
イ
ツ
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
歴
史
家
の
間
で
用
い
ら

れ
だ
し
た
「
初
期
市
民
革
命
」
と
い
う
概
念
で
農

民
戦
争
を
と
ら
え
、
ま
た
階
級
関
係
の
観
点
で
は
、

一
揆
軍
の
申
に
穏
健
派
と
急
進
派
が
存
在
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

そ
の
新
し
い
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス

に
よ
っ
て
は
農
民
戦
争
は
「
最
初
の
市
民
革
命
」

と
さ
れ
、
ま
た
一
揆
軍
は
平
板
に
平
民
的
反
対
派

と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
見
解
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
修
正
を
意
味

し
て
い
る
。
本
書
の
特
色
の
第
二
は
、
軍
事
史
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
、
農
斑
戦
争
の
軍
事
史
的
側
面
に
力
点
を
お
い
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